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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．

３ ．

４ ．一般廃棄物・産業廃棄物の削減のため、分別収集の徹底及び再資源化を図ります。

５ ．水道使用量のデーターを取り、節水に取組みます。

６ ．事務所･現場の周囲の公共道路を定期的に清掃します。

７ ．環境に配慮した製品をグリーン購入をします。

８ ．建設現場で発生する廃木材等のリサイクルを推進します。

我社は、『サステナビリティー（sustainability・持続可能性）』をキーワードとして、
建設業を通して自然と環境を大切にすると共に、人にやさしく、心豊かにゆとりある暮ら
しの実現をめざして、自然と“共生”していくという考えに価値観を根本から変えてい
き、自然を愛する企業として社会貢献をします。

環境経営方針

現場へ移動は主に、公共交通手段を考え、車で移動する際は、エコ運転を心掛け、各車
両ごとの燃費を測定の行いCO2排出量の削減を図ります。

事務所内にて使用する電気使用量を抑えるため、節電を心掛けCO２排出量の削減を図り
ます。

制定日： 2021年12月13日

代表取締役 東村　正剛



□組織の概要

（１） 名称及び代表者名

株式会社日の出組

代表取締役　東村　正剛

（２） 所在地

本　　　社 大阪府大東市大野1丁目13番18号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 専務取締役 東村　光博 TEL：072-872-1212
担当者 工務部 木田　耕嗣 TEL：072-872-1212

（４） 事業内容
建築・土木・とび・土工・舗装及び水道施設工事
大阪府知事　特―2　　第4155号
令和3年2月5日許可

（５） 事業の規模

売上高 億円

従業員　　　　　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

（６） 事業年度 11 月 1 日 ～ 10 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社日の出組
対象事業所： 本　　　社
対象外： なし
活動： 建築・土木・とび・土工・舗装及び水道施設工事

□事業や製品（商品）の紹介

サイト

9
本　　　社
5.75

830

合計
9

830



□環境経営組織図及び役割・責任・権限表

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境管理 責任者

環境事務局

代表者

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者の補佐、環境管理推進委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営計画の審議

・環境活動実績の確認・評価

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

東村正剛

東村光博

木田耕嗣・和田秀司

環境委員会

・環境に関する内部監査の実施・報告
・環境に関する内部監査の計画

・自部門における環境経営方針の周知

環境委員会

・環境管理責任者を任命

社員全員

環境事務局

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの確認

役割・責任・権限

環境管理責任者

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営に関する統括責任

取締役

部門長

内部監査チーム

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

代表者（社長）
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

事務部 営業部 工務部 工事現場



□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

トン
トン
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力の2020年度実績調整後排出係数　
※総排水量は現場数量含みます。

□環境経営目標及びその実績

✕

✕

〇

〇

✕

〇

〇

□環境経営年間使用率

基準年度比

一般廃棄物の削減

24.92

66% 100%

1.24

444% 676%

918

98% 97%
上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 28,317 27,751 22,007 26,394

基準年度比

自動車燃料以外の化石
燃料による二酸化炭素

削減

155

基準年度比 98% 444% 97% 96%

97%
927

98%

156

946 764kg-CO2

98% 81%

927

kg 506 496

0.18

kg

基準年度比

基準年度比

501

㎥ 142

98% 87%

6.26

行動目標（次項による）

96%

89,424

基準年度比 98% 99% 97%

1.33

基準年度比 81% 123%

1.08

106.34

22,007上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 28,317 32.33

kg-CO2/売上高
（百万円）

38.27

一般廃棄物の削減
kg 506

基準年度比

自動車燃料以外の化
石燃料による二酸化
炭素削減

kg-CO2

501
㎏/売上高（百万円） 0.58 0.87
基準年度比 99% 151%

89.81

基準年度比 55% 84%

2022年

二酸化炭素総排出量 28,317

96%

産業廃棄物の削減

136

2020年 2021年

　一般廃棄物排出量 0.506 0.503 0.501

（基準年) （目標）

廃棄物排出量

26,039 22,007

項　目

51.64

基準値

96%

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 21,728 21,294 14,327 21,077

2022年
評
価

（目標） （目標）

　産業廃棄物排出量 93.15

電力による二酸化炭素
削減（現場）

電力による二酸化炭素
削減（事務所）

kg-CO2 5,482 5,372 6,202

総排水量 212 156

0.35

kg-CO2 161 158 714

96%

5,262
（実績）

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準年度比 98% 113% 97%

93,150 91,287 51,640 90,356

基準年度比 98% 55% 97%

97%

10.79

基準年度比 　 113%

5,482

電力による二酸化炭
素削減（現場）

kg-CO2 161 714
kg-CO3/売上高
（百万円）

24.80

946 764

21,728 14,327
kg-CO2/売上高
（百万円）

環境に配慮した工事
の推進

行動目標（次項による）

水道水の削減(事務
所）

㎥ 142 124
㎥/売上高（百万円） 0.16 0.22
基準年度比 87% 133%

環境に配慮した工事の
推進

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準値(2020年） 2022年

（基準年)
kg-CO2/売上

高
（百万円）

(実績）
kg-CO2/売上

高
（百万円）

電力による二酸化炭
素削減（事務所）

kg-CO2

産業廃棄物の削減 kg 93,150 51,640
㎏/売上高（百万円）

172%

自動車燃料による二
酸化炭素削減

kg-CO2

6,202
kg-CO2/売上高
（百万円）

水道水の削減(事務所）

96%

138

26,122

20,859

486

180

2023年 2024年

139 124

491

66%

91.29

5,317



□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年

2022年

取組紹介欄

2020年

2021年

2022年

12月 1月

597
556 602 425

1,422 1,588

数値目標
達成状況

・冷暖房の控えに使用

985 1,272

3月

51

10月
127

492 332

122

文字は増加 文字は減少

遠方の仕事が少なく、近場での仕事量も減少した為、結果
的に削減できております。

89 47 158

595

1,526

○
〇

583 435

11月

1,201 1,193 1,310 1,148

○

1,123
1,467 1,193 1,230

289

90

459
3月

1,235

文字は増加 文字は減少

4月

1,496

11月 12月 1月 2月

基準年度　15,662ｋｗｈ
2021年度　15,407ｋｗｈ
今期年度　17,720ｋｗｈ
基準年度と今期年度
　2,058ｋｗｈ増加　13.14％増加
2021年度と今期年度
　2,313ｋｗｈ増加　15.01％増加

基準年度　6,798L
2021年度　6,665L
今期年度　4,969L
基準年度と今期年度
　1,829L削減　26.90％削減
2021年度と今期年度
　1,696L削減　25.44％削減

基準年度　2,309L
2021年度　1,742L
今期年度　1,085L
基準年度と今期年度
　1,224L削減　53.00％削減
2021年度と今期年度
　　657L削減　37.71％削減

1,372

448 596

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価

484

・節電運動

・不要照明の消灯 ○

・ｸｰﾙビス運動・ｳォームﾋﾞｽﾞ運動 ○

○

1,209

・設備の空運転防止 ○

194

423

321 228

468

442 352

245
237

481 596 528
313 289

692

249 194
2月

100
171

4月

63

562 566

159 49
145

文字は増加 文字は減少

6月 7月
117

49233 74

348
679

113

10月9月8月

1,688 1,601 1,260
1,547 1,803

・急加速・急停車の防止 ○
○

1,077 1,549

・アイドリングストップ

1,091 1,195 1,981 2,088 1,499

5月
1,207

4月3月2月1月12月11月

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

数値目標 ✕ コロナ渦で着工棟数が減り、アイフルホームの講習など
で、事務作業が多く、またパソコンで、zoom会議が増えた
結果、増加となりました。

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

661
9月 10月

596 353 721

121

340

106 152

9月8月
99

5月

0
21892166
135 135

644 623 516635

1,028 1,666

1,202
7月

1,222 975
6月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

6月 7月 8月

1,140

5月

0

1,000

2,000

3,000

電力（kWh） 2020年 2021年 2022年

0

200

400
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800

11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

ガソリン（L) 2020年 2021年 2022年

0

100

200

300

400

11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

軽油（L) 2020年 2021年 2022年



一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

2022年

産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

2022年

文字は増加 文字は減少

･ごみ分別の徹底 ○

44414243

12,00015,47012,520

2月 3月

数値目標

42

42 42 41 44 41

42 44 41

・再利用化の検討 ○
・コンテナの目標台数を決めて行う。 ○

〇

41

3,2507,520

達成状況

41

基準年度　506kg
2021年度　503㎏
今期年度　501kg
基準年度と今期年度
　5kg削減　0.98％削減
2021年度と今期年度
　2kg削減　0.39％削減

○
・裏紙を使用

達成状況

数値目標

文字は増加 文字は減少

資料作成などの、事務作業が多くなり、目標未達成です
が、年間通して5㎏削減は出来ました。
次年度も継続して、削減できるよう呼びかけを行います。

・一般廃棄物削減目標説明
〇

2月 3月

1月

4,750 18,720 4,330 9,000

1,250 2,750 9,140 3,190 2,670

12月 1月 8月
17,640 8,8605,900

11月
4,610

3,320

11月 12月

○
○

・ミスコピーの防止

取組結果とその評価、次年度の取組内容

4141 41

取組結果とその評価、次年度の取組内容

42 42 4242

42
41424242434141

4341 43 4242 43

5月 7月
2,490 3,020

1,090

6,640
6月

1,300

9月

840 7,810 3,500

10月

2,980 40019,8402,8502,67014,020 3,140

基準年度　93,150Kg　ｺﾝﾃﾅ入替　6台
2021年度　96,660Kg　ｺﾝﾃﾅ入替　4台
2022年度　51,640㎏　ｺﾝﾃﾅ入替　2台
基準年度と今期年度
　41,510Kg削減　44.56％削減
2021年度と今期年度
　45,020kg削減　46.57％削減

4月

コロナ渦により現場の棟数や、大規模改修・内部解体が減
少したので、このような結果が出ております。

5月 10月4月 8月 9月6月 7月

7,190

14,780

0

20

40

60

一般廃棄物（kg） 2020年 2021年 2022年

0

10,000

20,000

30,000
産業廃棄物（kg） 2020年 2021年 2022年



水道水の削減(事務所）

取組紹介欄

2020年

2021年

2022年

グリーン購入の推進

取組紹介欄

環境に配慮した工事の推進

取組紹介欄

1313131211111110

○

7月

森材認証プログラム商品を活用する等、
事務用品の購入について配慮しており、
今後も続けていきます。

・コピー用紙等を環境に配慮した製品の購 ○
・空調機器の入替時は、省エネ機器の購入 ○
・ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化に対応するﾓﾊﾞｲﾙ機器の導入 △

数値目標 〇

・廃木材のリサイクル　（チップボード原料への利用） ○
・ﾄｲﾚの便器を節水型の推進 ○
・ｻｯｼｶﾞﾗｽを環境に配慮した製品を推進

取組結果とその評価、次年度の取組内容
省エネルギー住宅事業を推進し、住宅事業全体の省エネ及
び
ゼロカーボンを準備していきます。
年度内に新たな住宅事業主体を作り、今後に活用していい
ます。

○
・ﾌﾗｯﾄ35S環境に配慮した建物を推進 ○

達成状況

取組結果とその評価、次年度の取組内容

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

・節水の呼びかけ
基準年度及び昨年と比べて、12％弱削減が出来ました。
6月から気温が上昇し、水やりをよくしておりますので、増
加しましたが、年間では削減出来ました。

4月 5月

13 8 8 9

・有害性の少ない資材の購入 ○
達成状況

9

11月 12月
11

3月
1219 10 10

1月 2月

121212 10

10月6月

基準年度　142L
2021年度　140L
今期年度　124L
基準年度と今期年度
　18L削減　12.67％削減
2021年度と今期年度
　16L削減  11.42％削減

文字は増加 文字は減少

10

11 11
8月 9月

11 12 13 1210

10 12 12 11 11 11

0

5

10

15

20

11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

水道水（㎥）
2020年 2021年

2022年



□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空気圧縮機、送風機

SDS義務のリスク評価

　環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。
　なお、関係当局より違反等の指摘、訴訟は、過去3年間ありません。
□代表者による全体の評価と見直し・指示

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境方針

　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画

◇その他 ◇実施体制他

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり 実績を踏まえて見直す

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫

空気圧縮機

自動車NOX・PM法

グリーン購入法
消防法（危険物） 危険物の保管

事務用品等の購入品

フロン排出抑制法

建築物省エネ法

建設リサイクル法 解体工事、建設副産物

【前回の指示への取組結果】

現状通り

実績に踏まえて見直す

・利害関係者からの苦情・要請等
・環境上の問題点等

現状通り

対策地区内で排気ガス規制に適合した自動車の使用

特定建築物の建築物エネルギー消費性能基準の適合義務・確保計画の適合判定

労働安全衛生法

騒音規制法
振動規制法

廃棄物処理法
適用される事項（施設・物質・事業活動等）

産業廃棄物（廃プラ、廃蛍光灯）
適用される法規制


